
                                                                                                                                         

    

 

    

  

２月 10日、2年生学年行事「立志式」が行われました。2年生のみなさんにはお話ししま 

したが、ここで「立志（目標を立てる）」について考えてみましょう。 

アメリカ大リーグ LAドジャースの大谷翔平選手は、高校生の時に「ドラ 1  8球団」という

目標を立てたそうです。「自分をドラフト 1位指名する球団が 8球団以上集まるような素晴ら

しい選手になりたい。」という目標です。（プロ野球では「戦力の均衡化」「契約金の異常な高騰を 

防ぐ」ためにドラフト制度を行っています。同じ選手に複数の球団の指名が集まると抽選で交渉権を決めま 

すが、指名球団過去最多が 8球団で

す）そして、その目標を達成す

るために必要な要素や条件、下

位目標を細かく定めた『マンダ

ラチャート』（※図１参照）は、彼

が成功を収めたのをきっかけ 

にとても有名になりました。 

大谷選手は「ドラ 1  8球団」

という目標を達成するために、

欠かせない 8つの必要な要素や

条件、下位目標を定めました。

「体つくり」「コントロール」「キレ」「メンタ

ル」「スピード 160㎞」「人間性」「運」「変

化球」です。   （※図２参照）  

そしてそれらの要素を実現する

ために、それぞれさらに 8つの要素や条件、下位目標を定めたのです。            

例えば「運」の項目を見てください。大谷選手

は「運」を自分に呼び込むために「あいさつ」「ゴミ

拾い」「部屋そうじ」「道具を大切に扱う」「審判さんへ

の態度」「プラス思考」「応援される人間になる」「本を

読む」というさらに８つの要素を定めています。       

(※裏面図３参照）                           

彼にとっては、「運」はやってくるものではなく

「自分で呼び込むもの」なんですね。 
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確かに彼が LAエンゼルス時代に、ベンチを掃除し

たり、審判に笑顔で接している場面を見たことがあ

ります。このマンダラチャートは、目標を達成する

ために 8つの要素、そしてそれぞれの要素を達成

するためにさらにそれぞれ 8つの要素を定めるの

で、８×８＝６４個の要素や下位目標を定めて実行

することになるのです。６４もの要素や下位目標を

設定するのはとても大変です。それだけ自分をよ～

く見つめなければいけない、「自分と向き合う」と

言ってもいいでしょう。 

彼がこのマンダラチャートを使って目標を定めた

のは、みなさんとそんなに歳の変わらない高校生の

時だった、ということに驚かされます。きっと彼は高校生の時に

立てた「ドラ 1 8球団」という目標を達成し、そしてアメリカメ

ジャーリーグに進んだ後にも、さらに高い目

標に向かって、同じように自分が実行するこ

とを決めて日々を送ってきたことでしょう。

一つのことを成し遂げるには、それだけ覚悟

が必要だということですね。 

決して、みんなが大谷選手のような世界を驚

かす人物にならなければ成功とは言えない、

などということはありません。その人が掲げた目標はその人だけのもので 

あり、それに対して他の人がどうのこうの言うのは、まさに「余計なお世

話」です。 

目標を定めてそれを実現させるということはとても難しいことです。一番大切なことは、間 

もなく 15歳、中学 3年生を迎えるこのタイミングで、自分は何が得意なのか？何が好きなの

か？どういう生活を送りたいのか？何が喜びなのか？自分を見つめ、自分と向き合い、そして 

未来を見て進路を模索すること自体が、とても価値のあることだと思います。 

さて、みなさんは自分の将来にどんな姿を思い描きますか？大いに悩みましょう。失敗して 

も構いません。何度も何度も作り直せばいいんです。「親」という大人も、「教師」という大 

人も、そんなふうに迷っているみなさんにアドバイスを

するのが役目なのです。大人は、今のみなさんと同じよ

うな時期を通り過ぎてきているんですから。義務教育の

最後となる中学校とは、そういう時期なのです。みなさ

んが、自分の目標に向かってたくましく突き進んでくれ

ることを、大人たちは精一杯応援します。 

 

 図 1,2,3 出典「はじめての目標達成シート」原田隆史 
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